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Abstract
 “Sunflower” as a symbolized image in the special historical period “Culture Revolution” in China has 
almost been forgotten by Chinese literature and art circles away from Culture Revolution Literature, 
which was incredible phenomenon. However, the famous contemporary painter Xu Jiang has published 
a collection of random thoughts for an art creation Sunflower Garden Dictionary in recent years, 
recalling the “forgotten” history and awaking the pictorial memory of “Red Sun” admiration era which 
had overwhelmed people as a wound. The article expounds its structure from the way of expression of 
Sunflower Garden Dictionary and analyzes the work from two dimensions of the birth of “Sunflower 
Garden” and the shaping of a generation’s circumstances with the historical scenes and era features of 
Culture Revolution to reveal the work’s significance on the literature, art, thought circles of 
contemporary China and on reexamining the history of Culture Revolution.
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ある種の精神の痕跡、ある人生の表情を強く持ち続けて」26）生きている。したがって彼は
「葵園」を選び、自分と同世代人の境遇の集合体のために造形したのである。この造形が
持つ精神的内包は、すでに一世代人の境遇意義の指摘を超え、「葵園」で生命の堅持を立
て、すでに有限の生命の中で持続する本能の神性という隠喩を持ち、少なくとも人類の生
命存在が本能的に源があるという信念を示した。
　芸術史家の張堅は許江に対して、「囲碁から都市の廃墟へ、さらに葵園へと至る中で、
許江が決して日常性の中にいるのではなく、曾て輝いた歴史の標記や道標、或いは類似す
る価値対象を持つ中におり、彼自身のやり方を求めつつ創造的な方法で、既成概念に包ま
れた厳重な歴史、文化、集団記憶の中のある特定の対象を改めて異なった日常に変えた」27）
と評価した。筆者はこの指摘に同感する。私達は、許江の「葵園」シリーズが、ゴッホの
「ひまわり」のように、私達の時代に異なった日常の芸術的宝を残してくれると確信を
もって期待する。そして許江の「葵園」世界に入るにあたって、この『葵園辞典』は当然
欠くことのできない入門書である。更にいうと、「文革」を反省するのであれば、「ひまわ
りの花」は避けることのできないキーワードであり、それは燃焼した傷口であり、理想主
義から虚無主義へと至る象徴的イメージなのである。
附記
（本稿は中国人民大学科学研究基金重大項目：「江户时代日本朱子学的发展与演变」（プログラム番号：
18XNL006）における付随的な一成果である。）
26） 許江：『葵園辞典』、杭州、中国美術学院出版社、2012年、第277頁。
27） 許江：『葵園辞典』、杭州、中国美術学院出版社、2012年、第479頁。
